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Ａ１． 

男女共同参画社会とは、男女が互いにその人権を尊重しながら責任も分かち 

合い、③性別にかかわりなく、個性と能力を十分に発揮できる社会のことです。 

 

人口が減少する中、活力ある社会を創造していくためには、職場、家庭、地域

など、あらゆる場面において、性別で固定的に役割を考えるのではなく、男女が

互いに協力し合い、一人ひとりが自分の能力や個性を発揮していくことが求めら

れております。 

 

Ａ２． 

ワーク・ライフ・バランスとは、仕事と②生活との調和が保たれることにより、

誰もが、働いて仕事上の責任を果たす一方、子育て・介護の時間や、家庭・地域・

自己啓発等の個人の時間を持ち、健康で豊かな人生が送れることをいいます。 

 

Ａ３． 

一人ひとりのワーク・ライフ・バランスの実現には、個人の意識はもちろんで

すが、①企業（事業所）の理解や取組みが大切になります。例えば、長時間労働

の抑制や、女性の活躍推進などといった、働く場における環境づくりが必要とな

ります。 

 

誰もがいきいきと活躍できる男女共同参画社会をつくっていくためには、「仕

事」と、育児や介護、趣味や地域活動といった仕事以外の「生活」との調和を保

つワーク・ライフ・バランスの推進の取組みが大切です。 

個人の意識も大切ですが、働く場として企業における環境づくりが必要です。

従業員のワーク・ライフ・バランスに取り組むことは、企業にとって有能な人材

の確保・育成・定着の可能性を高め、生産性の向上につながります。 


